
令和４年度第14回県政インターネットモニターアンケート（危機情報課）
※表の中の「ｎ」は、各設問の回答者総数を示す。

○南海トラフ地震についての県民意識調査

カテゴリー名 回答者数 ％ 問１（複数回答可）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ 問５（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ 問10（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％

男性 256 45.1% １　床上浸水 2 0.4% １　インターネット 157 27.7%

女性 308 54.3% ２　床下浸水 17 3.0% ２　市町の防災メール 97 17.1%

その他 3 0.5% ３　断水 43 7.6% ３　テレビ 153 27.0%

10代 3 0.5% ４　停電 66 11.6% ４　ラジオ 22 3.9%

20代 36 6.3% ５　その他 28 4.9% ５　各種防災アプリ 57 10.1%

30代 53 9.3% ６　被害は受けなかった 445 78.5%

40代 123 21.7%

50代 142 25.0% 問２（複数回答可）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ 問11（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％

60代 109 19.2% １　未就学児 55 9.7% １　市町が指定した避難所 368 64.9%

70代 83 14.6% ２　小学生 82 14.5% ８　その他 2 0.4% ２　親戚、知人宅 88 15.5%

80代 18 3.2% ３　中高生 85 15.0% ３　自動車内 64 11.3%

90代 0 0.0% ４　緊急時に介助や支援が必要な方 26 4.6% 問６（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ ４　ホテル・旅館等 35 6.2%

賀茂 6 1.1% ５　緊急時の避難に支援が必要な方 18 3.2% １　確認したことがある 481 84.8% ５　その他 12 2.1%

東部 174 30.7% ６　妊産婦 3 0.5% ２　確認したことがない 86 15.2%

中部 217 38.3% ７　65歳以上の方 230 40.6% 問11-２（複数回答可）　　　　　　ｎ＝567 人 ％

西部 170 30.0% ８　上記１～７に該当する方はいない 201 35.4% 問７（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ １　支援物資が手に入りやすいから 342 60.3%

県外 0 0.0% １　区域内 93 16.4% ２　自宅の耐震性がないから 63 11.1%

自営業 35 6.2% 問３（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ ２　区域外 438 77.2% ３　プライバシーを確保したいから 152 26.8%

会社員 193 34.0% １　非常に関心がある 309 54.5% ３　わからない 36 6.3% ４　周りに迷惑をかけるから 95 16.8%

公務員 15 2.6% ２　多少関心がある 228 40.2% ５　自宅周辺は危険だと思われるから 67 11.8%

パート・内職従事者 110 19.4% ３　あまり関心はない 25 4.4% 問８（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ ６　その他 51 9.0%

学生 28 4.9% ４　全く関心がない 5 0.9%

無職 161 28.4% 問12（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％

その他 25 4.4% 問４（複数回答可）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ １　知っている 310 54.7%

１　津波、堤防の決壊 287 50.6% ２　知らなかった 257 45.3%

２　土砂崩れ、崖崩れ 166 29.3%

３　地割れ、陥没 183 32.3% 問13（複数回答可）　　　　　　ｎ＝567 人 ％

４　建物（自宅を含む）の倒壊 456 80.4% １　Ｅメール（携帯電話、スマートフォン） 343 60.5%

５　火災の発生 315 55.6% ２　電話 254 44.8%

６　液状化現象 159 28.0% ３　LINE、Messenger、インターネットのアプリを利用する 367 64.7%

７　タンス・冷蔵庫などの家具類の転倒 284 50.1% ４　災害用伝言ダイヤル「171」（音声による伝言板） 209 36.9%

８　家族の安否確認 366 64.6%

９　近くに避難場所がないこと 46 8.1%

10　避難所での生活 283 49.9% ７　自宅の高い場所へ避難でとどまる 88 15.5% ６　共通の集合場所などを決めているので連絡を取らない 12 2.1%

11　食料や飲料水の確保 365 64.4% ８　どのように行動したらよいかわからない 29 5.1% ７　特に考えていない 23 4.1%

12　日用品の不足 286 50.4% ９　その他 9 1.6% ８　その他 3 0.5%

13　ガソリン・灯油などの燃料不足 249 43.9%

14　電気、水道、ガスの供給停止 404 71.3% 問９（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ 問14（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％

15　外出先からの帰宅 170 30.0% １ 知っていた 249 43.9% １　知っている（内容を概ね理解している） 104 18.3%

16　勤務先からの帰宅 144 25.4% ２ 知らなかった 318 56.1% ２　聞いたことはあるが内容は知らない 213 37.6%

17　外出先での避難場所 125 22.0% ３　聞いたことがない 250 44.1%

18　ガスなどの危険物の爆発 128 22.6%

19　原子力発電所事故 171 30.2%

20　治安の悪化 157 27.7%

21　心配なことはない 3 0.5%

22　その他 24 4.2%

回答者数：567人（回答率：83.8％）

性別

１　災害種別ごとに緊急避難場所や避難所があることを知っ
ていて場所も知っている

203 35.8%

２　災害種別ごとに緊急避難場所や避難所があることを知っ
ているが場所は知らない

137 24.2%

３　災害種別ごとに緊急避難場所や避難所があることを知ら
なかった

227 40.0%
６　ＳＮＳ（フェイスブック、ツイッター、ＬＩＮＥ、イン
スタグラムなど）

34 6.0%

７　市町の同報無線による放送（こちらは広報○○です　で
始まる放送）

45 7.9%

住所

１　揺れを感じたら直ちに近所の高台や津波避難ビル、津波
避難タワー、命山などに避難する

200 35.3%

２　津波警報の発表を見聞きしてから近所の高台や津波避難
ビル、津波避難タワー、命山などに避難する

195 34.4%

３　周りの人が避難している姿を見たら近所の高台や津波避
難ビル、津波避難タワー、命山などに避難する

38 6.7%

４　海の水が引いているのを見たら近所の高台や津波避難ビ
ル、津波避難タワー、命山などに避難する

5 0.9%

５　沖合に高い波が見えたら近所の高台や津波避難ビル、津
波避難タワー、命山などに避難する

1 0.2%

６　足下に水が来たら近所の高台や津波避難ビル、津波避難
タワー、命山などに避難する

2 0.4%
５　メールサービス「災害伝言板」（携帯電話、スマート
フォン）

99 17.5%

年代

職業



○巨大地震に対する備え

問15（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ 問19-２（複数回答可）　　　　　　ｎ＝414 人 ％ 問21（複数回答可）　　　　　　ｎ＝567 人 ％

１　１日分 54 9.5% １　建物や家具を傷めるから 66 15.9% １　携帯ラジオ 290 51.1%

２　２日分 86 15.2% ２　手間がかかるから 134 32.4% ２　懐中電灯 461 81.3%

３　３日分 236 41.6% ３　費用がかかるから 88 21.3% ３　予備の乾電池 242 42.7%

４　４日分 20 3.5% ４　家具類を置いていない安全な部屋があるから 83 20.0% ４　ヘルメット・防災頭巾 205 36.2%

５　５日分 57 10.1% ５　固定をしても被害は出ると思うから 38 9.2% ５　非常食 320 56.4%

６　６日分 7 1.2% ６　転倒・落下・移動しても危険ではないと思うから 29 7.0% ６　飲料水 361 63.7%

７　７日分以上 52 9.2% ７　賃貸住宅だから 44 10.6% ７　ティッシュペーパー・トイレットペーパー 321 56.6%

８　なし 34 6.0% ８　固定方法がわからないから 35 8.5% ８　スプーン・はし・カップ 189 33.3%

９　わからない 21 3.7% ９　部屋の見た目が悪くなるから 26 6.3% ９　下着・くつ下・着替え 158 27.9%

10　救急薬品・常備薬 149 26.3%

問16（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ 11　普段飲んでいる薬 103 18.2%

１　１日分 66 11.6% 11　固定方法がわかっても自分で固定できないと思うから 29 7.0% 12　お薬手帳 78 13.8%

２　２日分 98 17.3% 12　やろうと思っているが先延ばしにしているから 108 26.1% 13　タオル 200 35.3%

３　３日分 187 33.0% 13　地震が起きても転倒・落下・移動しないと思うから 9 2.2% 14　軍手・手ぶくろ 256 45.1%

４　４日分 29 5.1% 14　南海トラフ地震が起こると思わないから 4 1.0% 15　現金 188 33.2%

５　５日分 51 9.0% 15　その他 21 5.1% 16　雨具 125 22.0%

６　６日分 8 1.4% 17　毛布又は寝袋 82 14.5%

７　７日分以上 62 10.9% 問20（複数回答可）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ 18　ビニール袋 163 28.7%

８　なし 47 8.3% １　家具を何も置いていない部屋を寝室にしている 200 35.3% 19　筆記用具・ノート 99 17.5%

９　わからない 19 3.4% ２　ガスを使わないときには元栓を締めるようにしている 90 15.9% 20　ライター・マッチ 90 15.9%

21　ナイフ・缶切り 70 12.3%

問17（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ 22　生理用品 73 12.9%

１　知っている 481 84.8% 23　おむつ 18 3.2%

２　知らなかった 86 15.2% 24　幼児・子供の日用品 15 2.6%

25　くつ・スリッパ 90 15.9%

問18（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ 26　充電電池 72 12.7%

１　１～３日分を備蓄している 228 40.2% ６　ガラス飛散防止対策をしている 76 13.4% 27　携帯電話のバッテリー充電器 133 23.5%

２　４～６日分を備蓄している 55 9.7% ７　防災用品（非常持出品を含む）を準備している 281 49.6% 28　その他 19 3.4%

３　７日分以上を備蓄している 41 7.2% ８　棚の上に重いものを置かないようにしている 127 22.4%

４　自宅のトイレが使えると思うので備蓄していない 57 10.1% 問22（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％

５　必要性を考えていなかったので備蓄していない 152 26.8% １　参加している 267 47.1%

６　その他 34 6.0% 10　防災について家族内で話しあっている 71 12.5% ２　参加していない 258 45.5%

11　家の中で「とっさ」に逃げる場所を決めている 52 9.2% ３　地域において自主防災会としての活動がない 42 7.4%

問19（回答数１）　　　　　　ｎ＝567 人 ％ 12　家族と非常時の連絡方法を決めている 62 10.9%

１　大部分固定している 153 27.0% 13　地震の時に避難する場所を決めている 78 13.8% 問22-２（回答数１）　　　　　　ｎ＝267 人 ％

２　一部固定している 277 48.9%

３　固定していない 137 24.2%

15　自宅や勤め先付近の安全な避難路を確認している 32 5.6%

16　幼稚園、小学校の児童の引き取り方法を決めている 25 4.4%

18　外出時には、携帯電話等の予備電池を携帯している 44 7.8%

19　防災アプリをダウンロードしている 109 19.2%

20　その他 11 1.9%

10　タンスなどには下に重い物を、上に軽い物を収納してい
て転倒の心配はないと思うから

13 3.1%

３　火気器具のまわりに燃えやすいものを置かないようにし
ている

156 27.5%

４　風呂に水をためるようにしている（残り湯の活用を含
む）

164 28.9%

５　消火器や水を入れたバケツなどを用意するようにしてい
る

86 15.2%

９　割れたガラスから足を保護するためにスリッパ、靴など
を用意している

137 24.2%

14　家族が離ればなれになったとき落ち合う場所を決めてい
る

48 8.5%
１　会長や副会長、防災委員など、自主防災組織の役員とし
て参加している

22 8.2%

２　役員以外の自主防災組織内で定まった役割（消火班、避
難誘導班など）で参加している

55 20.6%

17　感震ブレーカー（揺れを感知して電気を止める器具）を
設置している

39 6.9%
３　自主防災組織内で定まった役割はないが、防災訓練など
何らかの活動に参加している

190 71.2%



問22-３（回答数１）　　　　　　ｎ＝267 人 ％

１　活発である 34 12.7%

２　まあまあ活発である 113 42.3%

３　あまり活発でない 74 27.7%

４　活発ではない 24 9.0%

５　わからない 22 8.2%

問23（複数回答可）　　　　　　ｎ＝567 人 ％

１　女性の参加 105 18.5%

２　訓練内容の工夫 342 60.3%

３　訓練の機会を増やす 187 33.0%

４　中高生等若い世代の参加 226 39.9%

５　その他 35 6.2%

６　わからない 48 8.5%


